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戸　原　　　玄

　“老人の友”と呼ばれる肺炎を直接引き起こす摂食嚥下障害は外部からの観察が難し
い。超高齢社会である日本では、肺炎による死亡数は多い。その原因は人口の高齢化
により誤嚥性肺炎が増加したためではないかと考えられている。誤嚥は摂食嚥下障害
により起こるが、その状態を正確に把握するためには精査が必要になる。しかし、全
ての患者に対して検査環境が整っているとは言いがたいのが現状であり、特に通院で
きない患者への対応を困難としている。
　摂食嚥下障害への対応の第１歩は職種間で共有すべき知識をもつことにある。その
ような知識を一通り得た上で医療連携チームの編成を考えてゆくことが大切であるが、
何をおいても患者の発掘が重要な視点となる。現在の日本では摂食・嚥下の評価に長
けた人材が不足していることに加えて、DPCおよび療養病床の削減などの影響により、
何らかの原因により摂食嚥下機能が低下した患者に対して、入院中にリハビリテーショ
ンを十分に行うことができないまま退院もしくは転院する場合が多い。嚥下障害が残
存している状態で在宅へ移行する患者が多いが、その先で何も行われなくなる、もし
くは退院時の状態が永続的なものとされて対応を続けられるのが問題なのである。極
端な表現をすると、食べる機能についてのリハビリテーションが中途なまま退院を余
儀なくされているのに対し、退院後、“ただそのまま”になっている患者が多いのである。
特に今後の日本においては訪問診療が必要とされる場面、地域が増加することは想像
にたやすいが、そういった場面で食べることを真剣に評価してリハビリの場面に乗せ
ることが重要である。また摂食嚥下というと内視鏡検査を行って訓練をするんだろう
というイメージを持つ方がおそらく大半だと思う。研究内容もオーラルフレイルとか
そういう評価をするんじゃないかという印象があると思われる。しかし、近年摂食嚥下
関連の研究は発展している。介入の必要性や臨床の基本的な部分も紹介するが、QOL
を向上するために必要な行動、声が出せない人向けの口腔内装置、嚥下の介入が腸内
細菌に及ぼす影響などなるべく新しいものもできるだけ紹介する。
そして、そのような視点を持つために意識すべきことなどについても考えられればと
思う。

これからの摂食嚥下リハビリテーション
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